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　　　1. めざしている。　　2. めざしていない。　　3. すでに上場している。
　　　4. どちらでもない。
Q7．貴社の製品（商品）は、先端技術ですか。○をおつけください。
　　　1. 先端技術である。　　2. 一般技術である。　　3. どちらでもない。
Q8．貴社はイノベーション（技術革新・新技術開発型）企業ですか。○をおつけください。
　　　1. イノベーション企業である。　　2. 一般企業である。　　3. どちらでもない。
－　－71
Q9．貴社はベンチャーキャピタルからの出資がある。○をおつけください。






　　　　1. 銀行系が母体　　2. 証券系が母体　　3. 独立系　　4. どちらでもない
Q10． 貴社の製品（商品）は、他社がまねのすることができないコアコンピタンス（中核能力）がありますか。
　　　　○をおつけください。




　　　1. 技術　　2. 開発力　　3. 品質　　4. 人的資源　　5. コスト　　6. サービス 
　　　7. 価格政策　　8. 営業力　　9. 販売ノウハウ　　10. 優良チャネル　　11. 製品
　　　12. その他［　　　　　　　　　　］
Q12．貴社の技術力で、新しい環境対応製品の開発は可能ですか。○をおつけください。




　　　　　　［　　　　］年、［　　　］ヶ月、 不明［　　　　　］                     
　　　13-3　貴社が環境対応製品を開発する時は、資金はいくら必要となりますか。 ○でお答えください。
　　　　1. 1,000万円以内　2. 1,001万円～2,000万円　3. 2,001万円～3,000万円　4. 3,001万円～4,000万円　
　　　　5. 4,001万円～5,000万円　6. 5,001万円～6,000万円　7. 6,001万円～7,000万円　8. 7,001万円～8,000万円　
　　　　9. 8,001万円～9,000万円　10. 9,001万円～1億円　11. 1億円以上　12. その他
　　　13-4　環境対応製品開発には何名の社員が必要となりますか。○でお答えください。
　　　　1. 50名以下　　2. 51名～100名　　3. 101名～150名　　4. 151名～200名
　　　　5. 201名～300名　　6. 300名以上　　7. その他
Q14．Q13. にお答えの方にうかがいます。
　　　北九州市のロボット産業技術（制御、センサー）などとの提携が可能ですか。○でお答えください。
　　　　1. はい　　2. いいえ　　3. どちらでもない
Q15．Q14. の「はい」の方にうかがいます。
　　　提携により、シナジー（相乗）効果は、あると考えますか。○でお答えください。
　　　　1. はい　　2. いいえ　　3. どちらでもない
－　－72
Q16．貴社の業種についてお尋ねします。 ○をおつけください。








　　　1. ステンレス　　2. チタン　　3. マグネシューム　　4. アルミニウム　　5. その他
Q20．ご意見を、ご自由にご記入下さい。
貴社のご協力に心より感謝申し上げます。
　この調査結果は、新潟経営大学と研究学会、出版物にて使用致します。
いただいた資料は、分析後に破棄いたします。
　お手数ですが、返信用封筒にて、10月31日までにご返送ください。
よろしくお願いいたします。
－　－73
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